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第 1 章 序論
本論文の目的，概要および構成について述べる．
第 2 章 従来研究とその問題点
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本システムの構成とその処理について述べる．
第 6 章 システムの実験結果の評価・考察
本システムの実験結果を提示し，その考察を述べる．




























Cultiiva Enterprise Powered by Docentを利用した例



























































































































































• 例えば,当システムTest Synchronizerと併用することによって, Macromedia
















































































1. Question Frameはイベント情報を含んだ制御コード (今回の例ではNextBut-
ton(on))をMonitor Scriptに送る.・・・�
20
2. Monitor Scriptは,制御コードを引数 (今回の例ではNextButton(on)) として、
Relay Appletのメソッドを呼び出す.・・・�
3. Relay Appletは SOBA Synchronizerに制御コードを送る. 本システムでは,
SOBA Synchronizerをサーバー側、Relay Appletをクライアント側と想定
し, イベント情報をコマンドパケットと見立てて、Relay Appletから, SOBA
Synchronizerへパケットを送信する.・・・�




1. SOBA Synchronizerは,共有されたイベント情報を含む制御コードを Relay




2. Monitor Scriptは、Relay Appletのイベントに発生に関するパラメータを監
視して,イベントの発生 (パラメータの変更)が生じた際には,そのパラメータ
（イベント情報を含む制御コード）を取り出す.・・・�


















































(イベント変更受け取り後）とRelay Applet(SOBA Synchronizerから nextButton
を渡された際）内の処理を以下に示す.
Question Frame内での処理 (イベント変更受け取り後,Action Script)




















* @param packet コマンドパケット
* @param commandName コマンド名
*/
if(commandName.equals("NEXT")) {
NextCommandPacket npacket = (NextCommandPacket)packet;
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